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ペリメータ南 ペリメータ東 ペリメータ西 ペリメータ北

付録2-2 オフィスの年間負荷計算の条件と結果概要

〇内部発熱：

照明 20W/ｍ2

在室者 0.15人/ｍ2

機器 15W/ｍ2

スケジュール設定

季節による割引き・割増し定数

夏期：1.0 冬期： 1.0

付録2-2の例題データを用いた年間負荷計算の結果を示す。実在年データであるBEST１分値の気象データを使用し、ペリ
メータ奥行き5mの熱負荷をそれぞれ空調機で処理することを想定した。装置容量は容量不足にならない程度に大きめに想定
した。

〇窓：Low-e 複層ガラス（グリーン）

+ 中間色ブラインド

窓面積率 68％

■INPUT

■OUTPUT

〇各ゾーンの境界で
ゾーン間の換気量

300ｍ3/ｍ

北側の室 南側の室

そのほかのおもな設定項目

〇ペリメータ（空調機で処理）

〇インテリア（空調機で処理）

夏期：冷却・除湿

冬期：加熱・加湿

外気導入：3.75 CMH/m2

夏期：冷却・除湿

冬期：冷却加熱・加湿

外気導入：3.75 CMH/m2

〇家具量

15 J /（lit・K）

ペリメータ 5mとして設定

気象条件：設計用気象データ（東京）

□装置容量（input）

□室内熱負荷の月積算比較

□空調時（9時～22時）における各ゾーンの室温

63006000900060006300

33600

63
00

60
00

60
00

63
00

2
46
00

便
所

63006000900060006300

33600

63
00

60
00

60
00

63
00

2
46
00

便
所

・予冷熱時間 60分 ・空調時間 8：00～22：00

・外気カット 30分 ・装置容量（下表参照）

ペリメータ西で1時間の容量不足
許容できるか検討する項目

各ペリメータゾーンでは設定温度
を下回ることが10時間程度見ら
れる（9月末の自然室温時）

最大負荷計算でのピーク負荷から、装置容量を決めて年
間計算を行うことができる。

計算結果から月積算負荷の傾向や、時々刻々の室温がど
の程度であるのかを把握できる。

本計算では基準階の冷房負荷202GJ、暖房負荷84GJ
だった。他のパラメータを変えて、どの程度年積算負荷
が変わるか、試してみよう。

インテリアゾー
ンでは4月の月
積算値が大きく
なっている。こ
れは設定温度が
切り替わること、
ペリメータが冷
房モードに変
わったことが原
因と考えられる。

ペリメータ3m
のときの結果と
比較して、暖房
負荷が大きく
なったのは、外
気負荷を含めた
ため。

年間を通して容量不足は全く
起こっていない

ペリメータ南では暖房期に室温が
28℃に達する期間があり、暖房期で
の冷水供給採否が考えられる

42641

12.5時間0 1106時間1093.5時間

付録2-2

夏期 冬期 夏期 冬期
S S 200 -200
L L 100 -100
S 200 -200
L 100 -100
S 200 -200
L 100 -100
S 200 -200
L 100 -100
S S 200 -200
L L 100 -100
S 200 -200
L 100 -100
S 200 -200
L 100 -100
S 200 -200
L 100 -100

ペリメータ東 S

表．装置容量の想定

対象ゾーン
負荷対象 機器選定負荷[W/㎡]

ペリメータ西 S

ペリメータ南 S

北ゾーン

インテリア

ペリメータ北 S

ペリメータ西 S

南ゾーン

インテリア

※S：顕熱、L：潜熱

ペリメータ東 S
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